
こ
の
説
明
会
参
加
報
告
の

第
一
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
の
「
電
源
喪
失
時
の
沸

騰
事
故
や
水
素
爆
発
に
つ
い

て
原
燃
が
ど
う
認
識
し
て
い

る
か
」
で
す
。
私
達
は
、
左

下
図
の
よ
う
な
、「
原
子
力
規

制
委
員
会
検
討
チ
ー
ム
会

合
」
に
原
燃
が
提
出
し
た
報

告
書
の
資
料
を
も
と
に
質
し

ま
し
た
。

廃
液
乾
燥
固
化
物
、
答
え
ず

原
燃
は
「
電
源
喪
失
な
ど

の
廃
液
貯
槽
の
重
大
事
故

は
廃
液
の
蒸
発
乾
固
で
止

ま
る
」
と
し
て
い
る
た
め
資

料
で
は
乾
固
後
の
分
析
が

無
い
。
し
か
し
「
析
出
の
硝

酸
塩
を
主
と
す
る
固
体
は

混
入
抽
出
有
機
物
を
含
み

核
種
の
崩
壊
熱
で
爆
発
し
、

放
射
能
の
環
境
放
出
が
起

こ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
」
と
質
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
説
明
は
「
揮
発
性
ガ
ス

放
出
を
管
理
し
乾
固
を
防

ぐ
」
「
乾
固
さ
せ
な
い
よ
う

に
努
め
る
」
と
の
一
点
張
り

で
、
答
え
た
く
な
い
こ
と
が

と
わ
か
り
ま
し
た
。
「
乾
固

後
の
硝
酸
塩
・
混
入
有
機
物

爆
発
」
と
い
う
重
大
事
故
に

つ
な
が
る
可
能
性
を
評
価

せ
ず
に
新
規
制
基
準
適
合

審
査
を
し
た
国
の
責
任
も

問
わ
れ
ま
す
。

『
Ｕ
Ｐ
Ｚ

５
㌔
ｍ
』
は
許
さ
れ

な
いソ

連
の
「
ウ
ラ
ル
の
核
惨

事
」
は
硝
酸
塩
が
原
因
の
爆

発
で
あ
り
、
放
射
性
物
質
飛

散
は
、
約
三
〇
〇
㌔
の
彼
方

に
お
よ
び
、
い
ま
で
も
深
刻

な
汚
染
を
残
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
「
緊
急
時
防
護
措
置

準
備
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
が
五

㌔
圏
で
良
い
」
な
ど
と
は
絶

対
に
言
え
な
い
の
で
す
。

廃
液
貯
槽
緊
急
水
没
で
冷
却

東
海
再
処
理
工
場
で
は

「
廃
液
貯
槽
全
体
を
緊
急

水
没
さ
せ
る
方
法
」
で
冷
却

機
能
喪
失
対
策
が
行
わ
れ

ま
す
が
、

六
ヶ
所
工
場
で

も
同
様
の
対
策
を
行
う
と

の
こ
と
で
す
。
水
源
は
貯
水

タ
ン
ク
一
基
を
使
い
、
非
常

電
源
利
用
の
ポ
ン
プ
送
水

と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
電

源
喪
失
対
策
の
貯
水
タ
ン

ク
は
「
高
い
場
所
」
に
設
置

し
重
力
利
用
と
し
、
電
力
が

途
絶
え
て
な
お
使
用
で
き

る
よ
う
で
な
け
れ
ば
緊
急

時
利
用
の
意
味
は
な
い
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

《天恵の海》
２０１８（平成 ３０）年

８月 ３０日
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日
本
原
燃
本
社
で
の

回
答
書
説
明
会

こ
れ
で
は
納
得
出
来
な
い

危
険
が
放
置
さ
れ
る
！質問状の正式回答書を受け取る

六ヶ所村 菊川慶子さん

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
ハ
ザ
ー
ド
（
危
険
）

を

認
め
、
早
期
に
固
化
安
定
化
せ
よ

冷
却
機
能
喪
失

沸
騰

揮
発
性
ガ
ス
の
放
出

硝
酸
塩
・
有
機
物
爆
発
に
つ

い
て
分
析
し
て
い
な
い
！

乾
固

蒸
発

（
大
爆
発
）

七
月
一
九
日
、
六
ヶ
所
村
の
原
燃
本
社
で

回
答
書
に
つ
い
て
「
原
燃
の
説
明
を
聞
く
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
の
は
提
出

九
市
民
団
体
か
ら
九
人
で
し
た
。
時
間
が
一

時
間
と
制
限
さ
れ
、
二
四
項
目
の
細
か
い
質

問
は
出
来
な
い
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ガ
ラ

ス
固
化
が
う
ま
く
行
っ
て
い
な
い
こ
と
、
ミ

サ
イ
ル
や
電
磁
波
攻
撃
に
は
対
応
出
来
ず
お

手
上
げ
状
態
に
な
る
こ
と
、
落
雷
対
策
が
不

備
で
あ
る
こ
と
、
緊
急
時
の
ガ
ラ
ス
固
化
体

や
使
用
済
み
燃
料
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

の
移
送
先
が
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
三
〇
分
延
長
）
。
市
民
代
表
は
「
液
体
の
ま

ま
で
は
あ
ま
り
に
危
険
な
『
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
』
に
つ
い
て
、
日
本
原
燃
が
潜
在
す
る
ハ
ザ
ー

ド
（
危
険
）
を
認
め
、
廃
液
を
早
期
固
化
安

定
化
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

「原子力災害：検討チーム会合」

2016.11 原燃提出資料・規制委ＨＰ

崩
壊
熱
で
高
温
と
な

り
、
水
素
が
溜
ま
る

広
瀬
隆
著
「
白
熱
授

業
」
一
四
三
頁
よ
り
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本
当
に
真
剣
に
事
故
対
策
を

考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

落
雷
事
故
や
火
山
噴
火
、

近
接
の
国
家
石
油
備
蓄
基

地
の
火
災
対
策
な
ど
に
つ

い
て
糾
し
ま
し
た
。

火
山
爆
発
対
処
に

決
め
手
な
し

十
和
田
・
八
甲
田
山
系
に

近
接
す
る
こ
と
か
ら
、
火
山

爆
発
時
の
火
砕
流
や
、
火
山

灰
に
よ
る
送
電
線
倒
壊
対

策
な
ど
を
質
し
ま
し
た
。

「
火
山
灰
な
ど
で
危
険
が

迫
っ
た
ら
ど
う
す
る
の

か
？
」
と
の
質
問
に
、
原
燃

は
「
再
処
理
途
上
の
放
射
性

物
質
は
・
・
・
粉
末
や
ガ
ラ

ス
固
化
体
に
し
ま
す
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

多
量
の
廃
液
を
抱
え
緊
急

事
に
こ
の
よ
う
な
対
応
が

出
来
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ

ん
。
対
策
は
考
え
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

落
雷
事
故
対
策
は
？

最
大
二
七
〇
㌔
ア
ン
ペ
ア

で
よ
い
の
か
？

落
雷
事
故
対
策
に
あ
た

っ
て
最
大
電
流
が
「
二
七
〇

㌔
ア
ン
ペ
ア
」
と
な
っ
て
い

る
が
国
内
最
大
落
雷
例
か

ら
「
五
〇
〇
㌔
ア
ン
ペ
ア
」

と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
糾
し
ま
し
た
。
し
か
し

「
当
地
域
は
デ
ー
タ
上
落

雷
が
多
く
な
い
。
五
〇
〇
㌔

ア
ン
ペ
ア
に
も
対
応
出
来

る
設
計
に
な
っ
て
い
る
」
と

答
え
る
の
み
で
し
た
。
「
対

応
で
き
る
原
理
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
？
」
と
聞
い

て
も
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
。

関
連
す
る
「
電
磁
パ
ル
ス
攻

撃
（
Ｅ
Ｍ
Ｐ
攻
撃
）
」
に
つ

い
て
も
、
国
の
指
示
に
従
う

と
答
え
る
の
み
で
、
事
態
次

第
で
は
国
民
を
危
機
に
さ

ら
す
と
い
う
工
場
の
潜
在

的
危
険
性
へ
の
自
覚
は
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

水
素
爆
発
濃
度
限
度
は

「
４
％
」
で
は
な
く
「
８
％
」

福
島
事
故
で
は
、
電
源
が

止
ま
り
二
四
時
間
後
に
水

素
爆
発
が
起
き
た
。
六
ヶ
所

再
処
理
工
場
は
電
源
が
喪

失
す
る
と
約
七
時
間
で
水

素
爆
発
濃
度
８
％
」
に
達
し
、

一
五
時
間
で
廃
液
が
沸
騰

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

時
間
の
根
拠
を
再
度
聞
き

ま
し
た
。
回
答
で
は
「
水
素

濃
度
４
％
～
８
％
ま
で
は

着
火
後
の
燃
焼
の
方
向
が

限
定
さ
れ
比
較
的
穏
や
か

だ
。
該
当
建
屋
の
圧
搾
空
気

を
増
強
し
た
の
で
猶
予
が

出
来
た
」
と
答
え
ま
し
た
。

説
得
力
の
な
い
議
論
で
す
。

二
時
間
で
「
ゆ
と
り
」か
？

さ
ら
に
「
回
答
書
」
で
は
、

「
圧
縮
空
気
貯
槽
の
設
備

容
量
増
加
や
追
加
で
、
水
素

爆
発
濃
度
到
達
ま
で
二
時

間
の
ゆ
と
り
が
出
来
た
」
と

し
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
の
「
二
時
間
程

度
で
余
裕
と
い
え
る
の
か
、

廃
液
を
な
く
さ
ね
ば
危
険

は
解
決
し
な
い
」
と
の
質
問

に
「
廃
液
の
安
全
は
管
理
の

多
様
化
、
多
重
化
で
対
処
す

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

海
水
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
、

「
操
作
」は
な
い

海
水
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ

日
時
は
ど
の
よ
う
に
決
め

測
定
し
た
の
か
と
の
質
問

に
対
し
「
意
図
的
に
、
数
値

が
不
検
出
と
な
る
よ
う
な

環
境
試
料
の
採
取
を
行
う

こ
と
は
な
い
。
毎
年
四
半
期

毎
に
期
日
を
設
定
し
て
い

る
と
答
え
ま
し
た
。
サ
ン
プ

リ
ン
グ
日
時
の
設
定
に
つ

い
て
は
再
度
文
書
で
答
え

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

米
軍
戦
闘
機
や
オ
ス
プ
レ
イ

の
訓
練
場

オ
ス
プ
レ
イ
や
ジ
ェ
ッ

ト
戦
闘
機
は
「
米
軍
三
沢
対

地
射
爆
撃
場
」
で
訓
練
を
行

っ
て
い
る
が
、
高
レ
ベ
ル
廃

液
や
核
燃
料
プ
ー
ル
か
ら

「
平
成
一
七
年
」
と
あ
る
か

ら
再
処
理
工
場
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
開
始
の
時
原
燃
が
宮
古

で
説
明
会
を
開
催
し
た
、
あ

の
時
の
配
布
資
料
で
あ
る
。

「
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設

位
置
図
」
を
詳
し
く
み
た
ら
、

再
処
理
工
場
の
南
方
十
㌔
も

な
い
と
こ
ろ
の
海
岸
に
「
天

ヶ
森
射
爆
場
」
と
小
さ
く
書

い数
㌔
。
「
ど
の
よ
う
な
安
全

対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
？
」
と
の
問
い
に
、
原
燃

は
「
航
空
法
で
上
空
通
過
は

禁
ぜ
ら
れ
、
上
空
を
飛
ぶ
こ

と
は
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

い
て
あ
る
の
だ
。
ま
さ
か
こ

ん
な
近
く
で
Ｆ
１
６
や
オ

ス
プ
レ
イ
が
爆
弾
投
下
や

銃
撃
演
習
を
や
っ
て
い
る

と
は
想
像
も
出
来
な
か
っ

た
。
だ
が
こ
れ
は
現
実
な
の

だ
。
◆
こ
の
地
図
が
配
ら
れ

た
と
き
再
処
理
工
場
に
は

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は

な
か
っ
た
。
こ
の
地
図
を
作

っ
た
原
燃
の
人
達
は
、
軍
事

演
習
場
の
近
く
に
、
日
本
列

島
を
滅
ぼ
し
か
ね
な
い
大

し
か
し
市
民
か
ら
「
町
内

住
民
は
、
工
場
上
空
を
飛
行

し
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ

る
と
証
言
し
て
い
る
」
と
の

発
言
や
、
最
近
、
三
沢
基
地

発
進
の
戦
闘
機
が
、
離
陸
三

分
後
に
燃
料
タ
ン
ク
の
投

下
事
故
を
起
こ
し
た
、
と
す

る
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

量
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
を
作
り
貯
め
た
の
だ
。
◆

こ
の
廃
液
の
存
在
は
、
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）
の

年
次
報
告
書
に
は
「
ゼ
ロ
」

と
な
っ
て
い
る
。
原
燃
か
ら

報
告
が
な
か
っ
た
と
政
府

は
言
う
が
そ
れ
で
よ
い
の

か
。
米
軍
機
は
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
液
の
存
在
を
知
ら

な
い
で
訓
練
し
て
い
る
の

か
も
？
沖
縄
と
全
く
同
じ

状
況
で
あ
る
。

（
尚
）

深
層
防
護
と
は

想
定
外
の
こ
と
が
起
こ
っ
て
も

放
射
能
を
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
多
重
防
護
を
す
る
こ
と

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
貯
槽
隣
接
の
射
爆
場
で
の

訓
練
は

危
険
極
ま
り
な
い

天
ヶ
森
射
爆
撃
場

再
処
理
工
場

縮尺 1:50,000 1000m

原子燃料サイクル施設位置図 (部分）

日本原燃株式会社パンフ（平成１７年４月）

「
天
ヶ
森
射
爆
撃
場
と
は
米
軍
の
三
沢
射
爆

撃
場
の
こ
と
で
す
」

（
原
燃
回
答
書
か
ら
）


